
1 
 

令和３年度事前事業評価書  

政策所管部局課室名：国際戦略局 技術政策課 研究推進室 

総合通信基盤局 電気通信事業部 電気通信技術システム課 

評価年月：令和３年８月 

 

１ 政策（研究開発名称） 

グリーン社会に資する先端光伝送技術の研究開発 

 

２ 達成目標等 

（１）達成目標 

我が国では、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とした在宅時間の増加等により、通信ト

ラヒックが急激に増加していることに加え、今後も新たな生活様式の定着や進展により継続的な

増大が予測されている。また、通信トラヒックの増加に伴うネットワーク機器の電力消費量の増

加も予測されており、高速大容量化と電力消費量削減に向けた取り組みが必要とされている。 

これまでの研究開発により毎秒 5テラビット級基幹網向け光伝送技術と毎秒 400ギガビット級

高効率アクセス技術が確立しつつあるが、さらなる高度化を行わなければ急激に増大する通信容

量と多様化する通信需要、消費電力の増大に対処することが困難となる。そのため、さらなる高

速大容量化と低消費電力化を実現するための技術として、基幹網で毎秒 10 テラビット級の光伝

送用信号処理技術、アクセス網で毎秒１テラビット級の光伝送技術を確立し、開発成果の国際標

準化・市場展開を推進する。また、これらの取組みにより、我が国の光ネットワーク技術の国際

的な競争力を強化し、グリーン社会に資する光ネットワークの実現に寄与する。 

（２）事後評価の予定時期 

   令和８年度に事後事業評価を行う予定。 

 

３ 研究開発の概要等 

（１）研究開発の概要 

・実施期間 

令和４年度～令和７年度（４か年） 

・想定している実施主体 

 民間企業等 

・概 要 

   通信トラヒックの増大に対応する高速大容量・低消費電力の光ネットワークの実現に寄与する

ため、以下の技術の確立に向けた研究開発を実施する。 

① 毎秒 10 テラビット級光伝送用信号処理技術の研究開発（基幹網） 

毎秒 10 テラビット級の光信号の長距離伝送および低消費電力化（従来の毎秒 100ギガビット

級に比べ 1/10）を実現するため、適応変調技術や低消費電力回路実装技術等を確立する。 

② 毎秒１テラビット級光伝送用信号処理技術の研究開発（アクセス網） 

毎秒１テラビット級の大容量低消費電力アクセス伝送を実現するため、低コスト多値変調技

術、高効率回線収容技術、帯域あたりの消費電力を 1/10にする低消費電力回路集積化技術等

を確立する。 
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 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/seicho/pdf/ap2021.pdf 

○成長戦略フォローアップ 2021（令和３年６月 18日閣議決定） 

 https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/seicho/pdf/fu2021.pdf 

○統合イノベーション戦略 2021（令和 3年 6月 18日閣議決定） 

 https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/togo2021_honbun.pdf 

 


